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ふらのの大地 2

表紙のことば表紙のことば

※�子供農作業体験事業（田植え）の様子は、P10を
ご覧ください。
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天
喜
地

　
農
協
利
用
の
お
願
い

代
表
理
事
専
務
　
加
　
茂
　
博
　
昭

　

本
年
は
積
雪
が
少
な
く
、
融
雪
が
順
調
に
進
ん
だ
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
４
月
中
旬
以
降
の
天

候
が
不
安
定
と
な
り
、
組
合
員
各
位
は
春
作
業
に
ご
苦
労
さ
れ
た
も
の
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
今

後
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
作
物
の
生
育
が
順
調
に
進
む
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

農
協
は
、
春
作
業
が
一
段
落
し
た
６
月
に
、
農
協
利
用
率
向
上
に
向
け
た
組
合
員
一
斉
訪
問
を
、

役
職
員
で
二
十
一
班
体
制
の
下
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
近
年
は
青
果
物
・
米
の
生
産
基
盤
が
ぜ
い

弱
化
し
、
需
要
に
対
し
て
生
産
量
が
追
い
付
か
ず
に
価
格
が
高
騰
し
て
お
り
、
農
協
の
集
荷
率
の

低
下
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

　

系
統
組
織
・
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
『
皆
様
か
ら
農
畜
産
物
を
お
預
か
り
し
て
、
皆
様
の
代
わ
り
に

販
売
す
る
』
と
い
う
共
計
共
販
と
い
う
仕
組
み
が
中
心
で
あ
り
、
当
該
作
物
の
需
給
調
整
の
役
割

も
果
た
し
て
い
ま
す
。
こ
の
手
法
は
消
費
者
・
ユ
ー
ザ
ー
に
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
や
、
価
格

低
下
時
に
も
販
売
数
量
を
確
保
し
て
農
業
者
の
収
入
を
確
保
す
る
点
で
は
有
効
で
あ
り
ま
す
が
、

一
方
、
価
格
が
高
騰
し
た
際
に
は
需
給
調
整
よ
り
も
供
給
機
能
が
優
先
さ
れ
る
た
め
対
応
に
苦
慮

す
る
場
面
が
目
立
っ
て
お
り
、
当
農
協
も
ホ
ク
レ
ン
に
改
善
を
申
し
入
れ
を
す
る
等
、
農
業
者
の

所
得
確
保
に
向
け
た
対
応
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

農
協
は
、
出
荷
先
と
取
引
す
る
場
合
に
は
販
売
代
金
の
回
収
に
支
障
が
無
い
よ
う
徹
底
し
た
信

用
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
営
農
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
苗
の
安
定
供
給
に
携
わ
り
、
更
に
は

コ
ン
ト
ラ
事
業
や
ヘ
ル
パ
ー
事
業
等
の
労
働
供
給
を
行
い
、
近
年
で
は
外
国
人
雇
用
を
拡
大
し
て

組
合
員
の
営
農
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
組
合
員
の
経
営
規
模
が
大
き
く
な
る
中
で
、

こ
う
い
っ
た
農
協
の
取
組
を
利
用
す
る
こ
と
が
、
安
定
的
な
所
得
確
保
に
繋
が
る
も
の
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
仲
間
づ
く
り
の
支
援
と
し
て
、
青
年
部
・
女
性
部
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

地
域
対
策
で
は
今
年
度
よ
り
、
生
産
性
の
低
い
地
域
の
土
地
改
良
事
業
に
独
自
の
助
成
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
各
部
門
の
事
業
に
つ
い
て
は
部
門
別
収
支
の
黒
字
化
に
取
り
組
み
、
出
資
者
で
あ
る

組
合
員
の
皆
様
に
事
業
分
量
配
当
が
可
能
と
な
る
よ
う
鋭
意
努
力
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
は
協
同
組
合
組
織
な
ら
で
は
の
も
の
で
あ
り
、
組
合
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
ご
理
解
を
賜
り
、
一
層
の
農
協
利
用
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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ふらのの大地3

それぞれ、好きな言葉をインドネシア語で紹介しています。興味のある方は覚えてみてはいかがでしょう！

　　※音データはmp3形式です。

愛称：シルミ
出身：西ジャワ　タンゲラン
ふらの滞在歴：２年９ヶ月
ふらのの印象： 
　世界中でふらののメロンが一番おいしい！
来日について：
　大学生時代にインターンシップで初来日、
卒業後、新潟で就業し富良野へ

好きな日本食：いなり寿司
好きな言葉：必ず春になる

愛称：レヴィナ
出身：西ジャワ　スカブミ
ふらの滞在歴：１年３ヶ月
ふらのの印象：
　冬は寒いけど、四季が楽しいです。
故郷のコレがおすすめ！：
　（インドネシア料理）　ソト

好きな言葉：私を愛してください♡

Welcome to Furano!　ふらので働く外国人紹介

H
ハズティエン
AZTIEN S

シルミ
ILMI T

トリヤ二
RIANIさん

29歳
R

レヴィナ
EVINA P

プトリ
UTRI E

エペンディ
PENDIさん

19歳

＃11 ＃12

Welcome to Furano!
　玉ねぎ・にんじん・メロンにスイカ、当ふらの地域には多様な農産物が溢れていますが、管内の農業を支え、畑か
ら消費者まで届けるためには多くのマンパワーを必要としています。
　このため、ＪＡでは『特定技能制度』を活用してインドネシアから多くの人材を登用し、ともに“ふらの農業を支える
メンバー ”として活躍してもらっています。
　本誌では、赤道直下の南国から、北の大地のど真ん中・富良野までやってきて、気候・文化・宗教などの違いをも
のともせずに八面六臂の活躍をする皆さん方を紹介していきます！今回はシルミさんとレヴィナさんです。

July 2025



ふらのの大地 4

～「紙からWEBへ」安心・便利な新しい営農スタイル～
日々の農作業の記録を紙で記帳している皆さまへ──

今、JAふらのでは生産履歴のWEB入力をお勧めしています。
これにより、これまで紙ベースで手間がかかっていた記録作業が、

パソコンやスマートフォン、タブレットから簡単に行う事が出来ます。
令和6年度の全利用状況は、841戸、23品目、4,305データの利用状況です。
WEB利用状況は、54戸（6.4%）、23品目（100%）、389データ（9%）と、

デジタル化の普及率は低い現況です。

◆WEB入力の主なメリット
1．入力が簡単で手間いらず
　用意された様式に沿って選択・入力するだけで、記録が完了。
　紙と違い、転記や整理の必要がありません。　　　　　　　　　　

2．違反チェック機能で安心
　農薬や肥料の使用量・回数・時期などを自動でチェック。
　基準外の資材を使う前に警告が出るので、記録ミスや指導のリスクを軽減します。

3．複数圃場・複数日誌の一括登録が可能
　一度入力した内容は複写や一括登録ができるため、同じ作業を複数圃場に行った場合も、作業の
手間が大幅に減ります。

4．過去データの確認もスムーズ
　紙で記録していた時代のデータも含めて、WEB上でいつでも確認が可能。比較や振り返りに便
利です。

5．GAPチェックや作業メモも一元管理
　生産履歴とあわせて、GAPシートや天候・生育状況なども記録できます。経年比較も可能で、
経営の見える化が進みます。

生産履歴記帳デジタル化を
お勧めします。

July 2025
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ふらのの大地5

◆導入も簡単、サポート体制も
　ご自宅のインターネット環境とスマートフォン又はパソコンがあれば、すぐにWEB記帳を始めら
れます。操作に不安がある方には、JAの職員が丁寧にサポートいたします。
　「記帳の負担を減らし、記録の質を上げる」

　
デジタル化は、これからの農業に

欠かせない第一歩です。

この機会にWEB記帳を
始めてみませんか？

◆ご利用方法（お試し用）
1．下記URLにアクセス
　➡�https：//fss．ja-hokkaido．gr．jp/rireki/kmsp/Login．jsp

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2．JAコード「0880」を入力、お試し用ID（777777）とPASS（777777）を入力しログイン

3．メニューより「栽培日誌」を選択し、必要項目を入力
　＊スマホ、タブレット、PCに対応しています（Chrome、Safari等推奨）

4．本格利用にあたってはID設定が必要な為、各事務所の担当者にお申し出頂きます。
　操作マニュアルを貰って利用を開始して下さい。
　操作サポートや説明も随時相談に応じますので、お気軽にご相談ください。

◆お問い合わせ先
　各事務所の生産振興・営農・青果・米穀の担当者まで
　お気軽にご相談下さい。

July 2025
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ふらのの大地 6

Ｊ
Ａ
っ
て
株
式
会
社
と
は
違
う
の
？ 

【【
第第
二二
回回
】】
ＪＪ
ＡＡ
のの
組組
合合
員員
でで
ああ
るる
とと
いい
うう
ここ
とと  

Ｊ
Ａ
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
に
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
が
、『
Ｊ
Ａ
っ
て
、
株
式
会

社
と
違
う
の
？
』
と
い
う
こ
と
で
す
。
確
か
に
、
農
産
物
を
集
め
る
の
は
卸
会
社

み
た
い
で
す
し
、
金
融
窓
口
は
銀
行
、
資
材
店
舗
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
機
械
セ

ン
タ
ー
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
み
た
い
に
見
え
ま
す
。
こ
れ
ら
一
般
の
会
社
は
、
多
く
が

株
式
会
社
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
で
は
株
式
会
社
の
株
主
と
、
Ｊ
Ａ
の
株
主
で
あ

る
組
合
員
と
で
は
、
何
が
違
う
の
で
し
ょ
う
か
？

一一
粒粒
でで
３３
度度
おお
いい
しし
いい
？？
組組
合合
員員
のの
立立
場場
のの
多多
重重
性性  

前
回
お
話
し
し
た
通
り
、
組
合
員
は
Ｊ
Ａ
に
出
資
し
て
い
る
『
株
主
』
と
い
う

立
場
で
し
た
。
し
か
し
一
方
で
、
組
合
員
は
Ｊ
Ａ
の
事
業
を
利
用
す
る
『
利
用
者
』

と
し
て
の
立
場
も
持
ち
ま
す
。
こ
の
た
め
に
Ｊ
Ａ
は
暴
利
を
貪
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
ね
。

こ
の
よ
う
に
、
組
合
員
は
Ｊ
Ａ
と
い
う
組
織
に
お
い
て
は
色
々
な
性
格
の
立
場

を
持
つ
存
在
で
あ
り
、『
株
式
会
社
の
株
主
』
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
存
在
で
は
な

さ
そ
う
で
す
。

『『
株株
主主
』』
でで
ああ
りり
『『
運運
営営
者者
』』
でで
ああ
りり
『『
利利
用用
者者
』』
でで
ああ
るる
組組
合合
員員  

Ｊ
Ａ
へ
の
出
資
者
と
し
て
の
『
株
主
』
、
Ｊ
Ａ
事
業
を
利
用
す
る
『
利
用
者
』
と

い
う
の
は
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
組
合
員
に
は
更
に
「
Ｊ
Ａ
の

運
営
に
総
代
や
理
事
と
し
て
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
る
『
運
営
者
』
」
と
い
う
立
場

も
も
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
が
『
株
主
』
『
運
営
者
』
『
利
用
者
』
と
い
う
３

つ
の
性
格
を
兼
ね
備
え
て
い
る
こ
と
を
““
三三
位位
一一
体体
””
と
呼
び
ま
す
。

出出
資資
者者  

運運
営営
者者  

利利
用用
者者  

ククミミアアイイイインン  イイメメーージジ

【【ククミミアアイイイインン  ププロロフフィィーールル】】  
① 出資者：カカブブヌヌシシーー・・レレッッドド

★ 協同組合への『加入脱退は自由』⇒逆に言えば「組合員になるには出資が必要」

★ 何人かで力を合わせることで『ソーダイ』に変身できる

 最高の意思決定機関として『総代会』

 総代：正組合員から選出

⇒JAに出資して 90日以上農業に従事している方が該当します

★ 出資額は JAふらのでは『戸数割＋面積割』で決定

★ JAに剰余金が出れば出資額配当も

（JAふらのでは数年来 1.0%の配当が続いています）

② 運営者：リリジジーー・・ブブルルーー

★ 『理事』や『監事』として JAの運営を担う

★ 農家じゃないとどれだけ出資してもなれません

★ 理事を代表運営者として選挙で選任（間間接接民民主主主主義義）

★ 理事の選挙・被選挙権：『正組合員』資格が必要

③ 利用者： オオキキャャククササママーー・・ピピンンクク

★ 『お客さん』として JAの事業を利用する

★ 事業利用は JA 出資はなくてもよいが、法律上組合員ではない立場で利用するこ

と（『員外利用』と言います）は事業量等に制限が課せられている

★ 非農業者が JAに出資して事業を利用する形態：『『准准組組合合員員』』が増加中

おお
金金
だだ
けけ
がが
すす
べべ
てて
じじ
ゃゃ
なな
いい
＝＝
一一
人人
１１
票票
制制
のの
意意
味味  

株
式
会
社
で
は
、
議
決
権
は
株
数
に
応
じ
ま
す
の
で
、
株
を
た
く
さ
ん
持
っ
て

い
る
人
、
は
っ
き
り
言
え
ば
おお
金金
持持
ちち
がが
決決
定定
権権
をを
持持
ちち
まま
すす
。 

と
こ
ろ
が
、
Ｊ
Ａ
の
よ
う
な
協
同
組
合
は
、
ど
ん
な
に
大
規
模
な
農
業
者
が
ど

れ
だ
け
出
資
し
た
と
し
て
も
、
一一
人人
のの
組組
合合
員員
はは
１１
票票
のの
議議
決決
権権
しし
かか
持持
ちち
まま
せせ

んん
。
こ
れ
を
『
一
人
１
票
制
』
と
呼
び
、
協
同
組
合
特
有
の
体
制
で
す
。

こ
の
結
果
、
も
し
ア
ラ
ブ
の
石
油
王
が
Ｊ
Ａ
を
買
収
し
た
い
と
思
っ
た
と
し
て

も
、
一一
人
１
票
し
か
持
て
ま
せ
ん
の
で
買
収
で
き
な
い
、
つ
ま
り
金
持
ち
が
組
織

を
思
う
ま
ま
に
動
か
す
、
と
い
う
独
裁
を
排
除
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
の
で

す
。

株株式式会会社社  

株式会社はお金がモノ言う『弱肉強食の世界』 

協協同同組組合合  

協同組合は一人１票の『やさしい世界』 

2019年11月号の再掲載の記事です

July 2025

緊急連載
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Ｊ
Ａ
っ
て
株
式
会
社
と
は
違
う
の
？ 

【【
第第
二二
回回
】】
ＪＪ
ＡＡ
のの
組組
合合
員員
でで
ああ
るる
とと
いい
うう
ここ
とと  

Ｊ
Ａ
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
に
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
が
、『
Ｊ
Ａ
っ
て
、
株
式
会

社
と
違
う
の
？
』
と
い
う
こ
と
で
す
。
確
か
に
、
農
産
物
を
集
め
る
の
は
卸
会
社

み
た
い
で
す
し
、
金
融
窓
口
は
銀
行
、
資
材
店
舗
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
機
械
セ

ン
タ
ー
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
み
た
い
に
見
え
ま
す
。
こ
れ
ら
一
般
の
会
社
は
、
多
く
が

株
式
会
社
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
で
は
株
式
会
社
の
株
主
と
、
Ｊ
Ａ
の
株
主
で
あ

る
組
合
員
と
で
は
、
何
が
違
う
の
で
し
ょ
う
か
？

一一
粒粒
でで
３３
度度
おお
いい
しし
いい
？？
組組
合合
員員
のの
立立
場場
のの
多多
重重
性性  

前
回
お
話
し
し
た
通
り
、
組
合
員
は
Ｊ
Ａ
に
出
資
し
て
い
る
『
株
主
』
と
い
う

立
場
で
し
た
。
し
か
し
一
方
で
、
組
合
員
は
Ｊ
Ａ
の
事
業
を
利
用
す
る
『
利
用
者
』

と
し
て
の
立
場
も
持
ち
ま
す
。
こ
の
た
め
に
Ｊ
Ａ
は
暴
利
を
貪
る
こ
と
が
で
き
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
ね
。

こ
の
よ
う
に
、
組
合
員
は
Ｊ
Ａ
と
い
う
組
織
に
お
い
て
は
色
々
な
性
格
の
立
場

を
持
つ
存
在
で
あ
り
、『
株
式
会
社
の
株
主
』
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
存
在
で
は
な

さ
そ
う
で
す
。

『『
株株
主主
』』
でで
ああ
りり
『『
運運
営営
者者
』』
でで
ああ
りり
『『
利利
用用
者者
』』
でで
ああ
るる
組組
合合
員員  

Ｊ
Ａ
へ
の
出
資
者
と
し
て
の
『
株
主
』
、
Ｊ
Ａ
事
業
を
利
用
す
る
『
利
用
者
』
と

い
う
の
は
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
組
合
員
に
は
更
に
「
Ｊ
Ａ
の

運
営
に
総
代
や
理
事
と
し
て
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
る
『
運
営
者
』
」
と
い
う
立
場

も
も
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
が
『
株
主
』
『
運
営
者
』
『
利
用
者
』
と
い
う
３

つ
の
性
格
を
兼
ね
備
え
て
い
る
こ
と
を
““
三三
位位
一一
体体
””
と
呼
び
ま
す
。

出出
資資
者者  

運運
営営
者者  

利利
用用
者者  

ククミミアアイイイインン  イイメメーージジ

【【ククミミアアイイイインン  ププロロフフィィーールル】】  
① 出資者：カカブブヌヌシシーー・・レレッッドド

★ 協同組合への『加入脱退は自由』⇒逆に言えば「組合員になるには出資が必要」

★ 何人かで力を合わせることで『ソーダイ』に変身できる

 最高の意思決定機関として『総代会』

 総代：正組合員から選出

⇒JAに出資して 90日以上農業に従事している方が該当します

★ 出資額は JAふらのでは『戸数割＋面積割』で決定

★ JAに剰余金が出れば出資額配当も

（JAふらのでは数年来 1.0%の配当が続いています）

② 運営者：リリジジーー・・ブブルルーー

★ 『理事』や『監事』として JAの運営を担う

★ 農家じゃないとどれだけ出資してもなれません

★ 理事を代表運営者として選挙で選任（間間接接民民主主主主義義）

★ 理事の選挙・被選挙権：『正組合員』資格が必要

③ 利用者： オオキキャャククササママーー・・ピピンンクク

★ 『お客さん』として JAの事業を利用する

★ 事業利用は JA 出資はなくてもよいが、法律上組合員ではない立場で利用するこ

と（『員外利用』と言います）は事業量等に制限が課せられている

★ 非農業者が JAに出資して事業を利用する形態：『『准准組組合合員員』』が増加中

おお
金金
だだ
けけ
がが
すす
べべ
てて
じじ
ゃゃ
なな
いい
＝＝
一一
人人
１１
票票
制制
のの
意意
味味  

株
式
会
社
で
は
、
議
決
権
は
株
数
に
応
じ
ま
す
の
で
、
株
を
た
く
さ
ん
持
っ
て

い
る
人
、
は
っ
き
り
言
え
ば
おお
金金
持持
ちち
がが
決決
定定
権権
をを
持持
ちち
まま
すす
。 

と
こ
ろ
が
、
Ｊ
Ａ
の
よ
う
な
協
同
組
合
は
、
ど
ん
な
に
大
規
模
な
農
業
者
が
ど

れ
だ
け
出
資
し
た
と
し
て
も
、
一一
人人
のの
組組
合合
員員
はは
１１
票票
のの
議議
決決
権権
しし
かか
持持
ちち
まま
せせ

んん
。
こ
れ
を
『
一
人
１
票
制
』
と
呼
び
、
協
同
組
合
特
有
の
体
制
で
す
。

こ
の
結
果
、
も
し
ア
ラ
ブ
の
石
油
王
が
Ｊ
Ａ
を
買
収
し
た
い
と
思
っ
た
と
し
て

も
、
一一
人
１
票
し
か
持
て
ま
せ
ん
の
で
買
収
で
き
な
い
、
つ
ま
り
金
持
ち
が
組
織

を
思
う
ま
ま
に
動
か
す
、
と
い
う
独
裁
を
排
除
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
の
で

す
。

株株式式会会社社  

株式会社はお金がモノ言う『弱肉強食の世界』 

協協同同組組合合  

協同組合は一人１票の『やさしい世界』 

July 2025
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山
部
事
務
所
解
体
工
事
始
ま
る

農
産
物
直
売
所
「
作さ

倶く

楽ら

」
オ
ー
プ
ン

　

本
年
2
月
25
日
に
山
部
事
務
所
移
転

に
伴
い
閉
鎖
し
た
旧
山
部
事
務
所
の
解

体
が
始
ま
り
ま
し
た
。
解
体
作
業
に
ア

ス
ベ
ス
ト
の
除
去
か
ら
始
ま
り
、
内
装

の
撤
去
・
事
務
所
解
体
と
な
り
ま
す
。

　

旧
山
部
事
務
所
は
、
昭
和
36
年
に
旧

山
部
農
協
事
務
所
及
び
エ
ー
コ
ー
プ
生

活
店
舗
と
し
て
建
設
さ
れ
、
昭
和
60
年

に
現
在
の
建
物
に
増
改
築
さ
れ
、
長
き

に
わ
た
り
地
域
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
建
物
は

ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
み
、
施
設
設
備
の
老

朽
化
と
エ
ー
コ
ー
プ
生
活
店
舗
の
撤
退

も
相
ま
っ
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
し
た
山

部
事
務
所
を
建
設
す
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
。

　

組
合
員
の
み
な
ら
ず
周
辺
地
域
の
住

民
の
皆
さ
ん
か
ら
長
き
に
わ
た
り
親
し

ま
れ
た
旧
事
務
所
で
す
が
、
新
事
務
所

も
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

南
富
良
野
町
下
金
山
地
区
の
農
産
物

直
売
所
「
作
倶
楽
」
が
６
月
１
日
よ
り

今
季
の
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

当
直
売
所
も
平
成
18
年
の
開
店
以
来

20
年
目
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
毎
年
多

く
の
お
客
様
が
来
店
し
て
い
ま
す
。
新

品
種
や
珍
し
い
農
産
物
等
、
採
れ
た
て

新
鮮
野
菜
を
豊
富
に
用
意
し
て
お
り
、

ご
満
足
い
た
だ
け
る
商
品
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

当
日
は
代
表
の
大
野
邦
典
さ
ん
の
挨

拶
で
オ
ー
プ
ン
し
、
待
ち
わ
び
た
町
内

外
か
ら
の
来
店
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

店
舗
内
外
で
は
新
鮮
野
菜
の
他
に
花
苗

や
野
菜
苗
、農
産
加
工
品
も
用
意
さ
れ
、

オ
ー
プ
ン
企
画
と
し
て
「
お
は
ぎ
・
赤

飯
」が
数
量
限
定
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
生
産
者
が
育
て
た
新
鮮
野
菜

を
販
売
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
近
く

へ
お
越
し
の
際
に
は
是
非
お
立
ち
寄
り

下
さ
い
。

　

営
業
は
毎
週
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分
。

10
月
19
日
ま
で
営
業
し
て
お
り
ま
す
。

北 か
  ら

か
  ら南

山部山部

 
南富良野南富良野

July 2025
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東小学校 定植作業

扇山小学校 定植作業 扇山小学校 事前授業

東小学校 事前授業

青
年
部
富
良
野
支
部

子
供
農
作
業
体
験
始
ま
る

　

例
年
行
っ
て
い
る
子
供
農
作
業
体
験

事
業
が
今
年
も
食
育
事
業
と
し
て
始
ま

り
ま
し
た

　

5
月
16
日
に
富
良
野
市
立
東
小
学

校
、
5
月
19
日
に
富
良
野
市
立
扇
山
小

学
校
で
植
付
作
業
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま

し
た
。
東
小
学
校
３
年
生
28
名
、
扇
山

小
学
校
３
年
生
34
名
両
校
の
生
徒
と
そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
の
ほ
場
で
、
玉
ね
ぎ
と

馬
鈴
薯
、に
ん
じ
ん
（
東
小
学
校
の
み
）

青 年 部 か
  ら

を
青
年
部
部
員
が
お
手
伝
い
を
し
な
が

ら
又
、
扇
山
小
学
校
で
は
富
良
野
高
校

園
芸
課
有
志
一
同
の
３
名
の
方
の
お
手

伝
い
を
も
ら
い
な
が
ら
、
両
校
の
生
徒

達
は
楽
し
気
に
植
付
作
業
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
天
気
の
良
い
事
を
祈
り
つ

つ
、
次
回
の
管
理
作
業
ま
で
待
ち
た
い

と
思
い
ま
す
。

北野支部長　開会挨拶

懇親会の様子

研修会の様子

青
年
部
上
富
良
野
支
部  

夏
期
研
修
会
開
催

　

６
月
13
日
、
本
年
度
事
業
計
画
に
よ
る
夏
期
研
修
「
勉
強
会
」
を
開
催
致
し
ま
し

た
。

　

新
た
な
営
農
技
術
「
バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
」
に
つ
い
て
ア
リ
ス
タ
ラ
イ
フ

サ
イ
エ
ン
ス
札
幌
営
業
所
の
千
葉
様
よ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
い
説
明
頂
き
ま

し
た
。

　

バ
イ
オ
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト
と
は
、
バ
イ
オ
「
生
物
に
」
＋
ス
テ
ィ
ミ
ュ
ラ
ン
ト

「
刺
激
を
与
え
る
」
略
し
て
［
Ｂ
Ｓ
］
と
呼
ば
れ
、
植
物
が
元
々
持
っ
て
い
る
自
然

の
力
を
活
用
し
、
植
物
に
よ
り
良
い
生
理
状
態
を
も
た
ら
す
資
材
で
す
。
土
壌
中
の

栄
養
成
分
の
吸
収
性
、
農
産
物
に
よ
る
栄
養
成
分
の
取
り
込
・
利
用
効
率
及
び
乾

燥
・
高
温
・
塩
害
等
の
非
生
物
的
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
耐
性
を
改
善
す
る
物
で
あ

り
、
結
果
と
し
て
農
産
物
の
品
質
又
は
収
量
が
向
上
す
る
も
の
を
言
い
ま
す
。

　

古
く
か
ら
、
も
み
ガ
ラ
燻
炭
や
木
酢
な
ど
植
物
の
活
性
化
に
良
い
と
言
わ
れ
た
資

材
が
多
々
有
り
、
今
や
真
新
し
い
技
術
と
は
言
え
な
い
で
す
が
、
今
一
度
こ
の
営
農

技
術
を
知
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
、
講
師
を
招
い
て
懇
親
会
を
開
催
、
部
員
夫
々
が
今
研
修
会
の
事
や
農

業
に
関
す
る
事
な
ど
、
思
い
思
い
に
情
報
交
換
を
し
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

July 2025
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富
良
野
メ
ロ
ン
生
産
組
合

青
空
教
室
開
催

　

６
月
５
日
に
山
部
会
場
、
６
月
６
日

に
中
富
良
野
会
場
に
て
富
良
野
メ
ロ
ン

生
産
組
合
青
空
教
室
が
開
催
さ
れ
、
総

勢
70
名
程
の
生
産
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
上
川
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
よ
り
講
師
を
招
き
、
メ
ロ
ン
栽
培
の

ポ
イ
ン
ト
や
病
害
虫
対
策
に
つ
い
て
講

習
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
習
会
後
は
メ
ロ
ン
圃
場
の
視
察
を

行
い
、
大
き
く
生
育
し
た
メ
ロ
ン
を
見

な
が
ら
、
栽
培
技
術
な
ど
の
情
報
交
換

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
４
月
・
５
月
に
低
温
や
日

照
不
足
の
日
が
続
き
、
メ
ロ
ン
の
生
育

へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
熟

メロンメロン
生産組合生産組合

生 産 部 会 か
  ら

練
さ
れ
た
栽
培
技
術
、
弛
ま
ぬ
肥
培
管
理
に
よ
り
今
年
も
高
品
質
な
メ
ロ
ン
に
仕
上

が
り
、
収
穫
を
待
つ
メ
ロ
ン
が
ハ
ウ
ス
に
並
ぶ
光
景
は
メ
ロ
ン
の
一
大
産
地
を
感
じ

さ
せ
る
風
景
で
し
た
。

　

富
良
野
メ
ロ
ン
は
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
や
夏
ギ
フ
ト
と
し
て
も
人
気
が
あ
り
、

昨
年
は
９
０
，
０
０
０
件
を

超
え
る
受
注
を
頂
い
て
お
り

ま
す
。
今
年
も
全
国
の
「
富

良
野
メ
ロ
ン
フ
ァ
ン
」
の
皆

様
へ
大
切
に
お
届
け
致
し
ま

す
。

　

10
月
上
旬
ま
で
の
出
荷
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

店
頭
で
お
見
か
け
の
際
は
、

是
非
ご
賞
味
下
さ
い
。

青 年 部 か
  ら

青
年
部
南
支
部
（
山
部
地
区
）

子
供
農
作
業
体
験
事
業
《
田
植
え
》
始
ま
る

　

6
月
6
日
、
何
と
か
天
候
に
恵
ま
れ
「
子
供
農
作

業
体
験
事
業
」
の
田
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
児
童
に
対
す
る
食
育
活
動
の
一
環
と
し
て

毎
年
行
わ
れ
、
山
部
小
学
校
の
6
年
生
10
名
の
児
童

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
青
年
部
の
高
田
地
区
長
よ
り
「
少
し
寒
い

で
す
が
丁
寧
に
植
え
て
く
だ
さ
い
」と
挨
拶
が
あ
り
、

続
い
て
地
主
の
渡
辺
潤
一
さ
ん
か
ら「
な
な
つ
ぼ
し
」

の
品
種
で
、
苗
の
間
隔
・
植
え
方
な
ど
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

   

田
植
え
機
で
ば
ら
し
た
苗
を
舟
に
入
れ
、
青
年
部

に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
田
植
え
が
始
ま
り
ま
し

た
。
今
年
の
6
年
生
は
2
年
目
と
い
う
こ
と
で
慣
れ

た
手
つ
き
？
で
泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
苗
を
1
本
1

本
丁
寧
に
植
え
ま
し
た
。
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
転
び
そ

う
に
な
っ
た
児
童
も
い
ま
し
た
が
、
1
時
間
ほ
ど
で

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
の
終
わ
り
の
挨
拶
で
「
と
て
も
楽
し
か

っ
た
」
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
お
礼
の

言
葉
が
あ
り
、
青
年
部
員
か
ら
は
「
自
分
た
ち
が
植

え
た
苗
が
美
味
し
い

お
米
に
な
る
ま
で
楽

し
み
に
し
て
く
だ
さ

い
」
と
述
べ
、
バ
ス

を
見
送
り
ま
し
た
。

今
後
は
7
月
に
生
育

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
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草刈機の実演　自動車ミニ展示会も

右ＪＡ共済連北海道旭川支所・柴田次長

マキタ実演販売の様子

㈱
マ
キ
タ
実
演
販
売
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

令
和
６
年
度

Ｊ
Ａ
共
済
普
及
活
動
特
別
賞
を
受
賞

　

５
月
27
日
、
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
資
材
セ
ン

タ
ー
ふ
ら
の
店
前
に
て
、
㈱
長
谷
川
熊

吉
商
店
・
㈱
マ
キ
タ
に
よ
る
実
演
販
売

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

マ
キ
タ
製
の
充
電
式
草
刈
機
を
は
じ

め
と
し
た
各
種
工
具
の
展
示
即
売
や
、

農
薬
メ
ー
カ
ー
に
も
協
賛
を
頂
い
て
新

商
品
紹
介
コ
ー
ナ
ー
も
ご
好
評
を
頂
き

ま
し
た
。

　

雨
上
が
り
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
も
あ

っ
て
お
客
様
の
姿
も
途
切
れ
る
事
な

く
、
約
70
名
の
来
店
、
う
ち
30
件
超
の

ご
成
約
を
頂
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

ご
来
場
・
ご
利
用
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

資
材
セ
ン
タ
ー
で
は
マ
キ
タ
製
の
電

動
工
具
を
多
数
取
り
揃
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
暑
い
ハ
ウ
ス
内
作
業
時
に

役
立
つ
フ
ァ
ン
ベ
ス
ト
等
も
取
り
扱
っ

て
お
り
ま
す
。
暑
い
夏
、
秋
の
収
穫
作

業
の
準
備
に
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
来

店
・
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

２
０
２
５
秋
の
開
催
を
な
か
ふ
ら
の

店
で
計
画
中
で
あ
り
ま
す
の
で
、
乞
う

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

５
月
15
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
『
令
和
６
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
優
績
組

合
表
彰
』
が
開
催
さ
れ
、
北
海
道
か
ら
は
９
Ｊ
Ａ
が
表
彰
、
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
が
道
内
唯

一
の
２
年
連
続
と
な
る
【
普
及
活
動
特
別
賞
】
を
受
賞
致
し
ま
し
た
。

　

普
及
活
動
特
別
賞
と
は
契
約
実
績
に
占
め
る
若
年
層
の
割
合
が
高
い
Ｊ
Ａ
が
表
彰

該
当
と
な
り
ま
す
が
、
当
Ｊ
Ａ
は
本
支
店
の
担
当
者
が
一
丸
と
な
り
、
日
々
の
活
動

の
中
で
組
合
員
さ
ん
と
の
絆
を
深
め
、
次
世
代
層
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
積
極
的

に
行
い
、
サ
ポ
ー
ト
が
徹
底
さ
れ
て
い
た
結
果
が
２
年
連
続
の
受
賞
に
結
び
付
き
ま

し
た
。

　

令
和
７
年
度
も
組
合
員
・
地
域
住
民
の
皆
様
の
安
心
と
満
足
を
お
届
け
す
る
為
、

よ
り
一
層
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

購買部購買部

金 融金 融
共済部共済部

Ｊ A か
  ら
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Ｊ A か
  ら

営農部営農部

串
内
公
共
牧
場
入
牧
開
始

　

５
月
26
日
か
ら
富
良
野
広
域
連
合
公
共
串
内
牧
場
へ
の
入
牧
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

毎
年
５
月
末
～
10
月
末
ま
で
乳
牛
、
和
牛
を
預
か
り
、
６
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の

広
大
な
牧
場
で
放
牧
を
し
ま
す
。
放
牧
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
運
動
量
が
増
え
、
ス

ト
レ
ス
も
少
な
い
た
め
、病
気
に
な
り
に
く
く
、健
康
的
に
育
つ
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
牧
草
を
中
心
に
食
べ
た
牛
の
ミ
ル
ク
は
風
味
豊
か
で
栄
養
価
が
高
い
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
、
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
管
内
各
地
区
か
ら
約
１
５
０
頭
以
上
の
乳

牛
、
和
牛
が
随
時
入
牧
し
て
い
ま
す
。

　

串
内
牧
場
で
は
、
牛
の
健
康
管
理
や
人
工
授
精
な
ど
の
繁
殖
管
理
を
行
い
、
多
く

の
牛
を
妊
娠
牛
に
仕
上
げ
て
各
牧
場
へ
と
帰
す
こ
と
で
、
飼
養
管
理
時
間
の
省
力
化

や
自
給
飼
料
不
足
の

緩
和
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

　

ト
ラ
ッ
ク
が
串
内

牧
場
に
到
着
す
る

と
、
初
め
は
恐
る
恐

る
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
降

り
て
い
ま
し
た
が
、

走
り
出
し
た
牛
に
続

き
、
他
の
牛
達
も
元

気
よ
く
降
り
て
い
き

ま
し
た
。

右ＪＡ共済連北海道旭川自動車損害サービスセンター・佐藤センター長

Ｊ
Ａ
自
動
車
共
済
損
害
調
査
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る

顧
客
満
足
度
向
上
の
感
謝
状
の
受
賞

　

５
月
15
日
、
Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道
旭
川
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
自
動
車
共
済

損
害
調
査
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
感
謝
状
と
副
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
表
彰
の
主
旨
は
直
近
１
年
以
内
の
交
通
事
故
発
生
案
件
に
対
し
、
事
故
受
付
か

ら
事
故
解
決
ま
で
の
対
応
全
般
を
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
回
答
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
は
事
故
連
絡
時
の
対
応
・
事
故
現
場
で
の
対
応
・
Ｊ
Ａ
窓
口

対
応
等
の
９
項
目
で
す
が
、
契
約
者
の
皆
様
方
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
た
こ
と
が
今

回
の
受
賞
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
旭
川
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、
契
約
者
皆
様
方

に
迅
速
な
事
故
処
理
を
行
え
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

金 融金 融
共済部共済部
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Ｊ A か
  ら 農 協農 協

野 球野 球

1回戦目　ｖｓひがしかわ

2回戦目　ｖｓあさひかわ

Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
野
球
部  

上
川
管
内
Ｊ
Ａ
野
球
大
会
結
果

　

6
月
9
日
～
10
日
に
士
別
市
ふ
ど
う
球
場
で
上
川
管
内

Ｊ
Ａ
野
球
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
ジ
リ
ジ
リ
と
焼
き
付
け
る
太

陽
を
感
じ
な
が
ら
、
１
回
戦
目
「
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
か
わ
」
と

対
戦
。
試
合
は
１
回
裏
、
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
の
攻
撃
か
ら
試
合

が
動
き
、
先
頭
打
者
が
フ
ォ
ア
ボ
ー
ル
を
選
択
し
出
塁
す

る
と
、
す
か
さ
ず
二
盗
、
三
盗
を
決
め
、
相
手
の
エ
ラ
ー

の
間
に
先
制
点
を
取
り
ま
し
た
。

　

守
り
で
は
、
先
発
の
中
島
奏
人
さ
ん
が
変
化
球
を
織
り

交
ぜ
な
が
ら
、
力
の
こ
も
っ
た
直
球
で
打
ち
取
り
、
味
方

の
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
も
出
て
、
５
回
無
失
点
の
見
事
な
投

球
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
４
回
裏
、
３
塁
打
を
含
む
３
連
打
で
３
点
を

奪
取
、
続
く
５
回
裏
に
も
連
打
で
３
点
を
奪
い
５
回
途
中

７
対
０
で
コ
ー
ル
ド
勝
ち
を
お
さ
め
ま
し
た
。

　

２
回
戦
目
が
行
わ
れ
た
翌
10
日
は
、
外
気
温
は
30
度
に

近
づ
く
中
、
シ
ー
ド
で
勝
ち
上
が
っ
た
強
豪
「
Ｊ
Ａ
あ
さ

ひ
か
わ
」
と
の
試
合
で
し
た
。
強
豪
の
壁
は
厚
く
２
本
の

ホ
ー
ム
ラ
ン
を
浴
び
る
な
ど
し
て
結
果
的
に
は
９
─
２
と

敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
途
中
ダ
ブ
ル
プ
レ
ー
が
飛
び

出
し
盛
り
上
が
る
場
面
や
、
中
島
奏
人
さ
ん
、
谷
口
恭
梧

さ
ん
の
タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
入
組
の
渥
美
塁
斗
さ
ん
が
登
板
し
高
身
長
を
活
か
し

た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
投
球
を
み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
次
回

大
会
に
繋
が
る
素
晴
ら
し
い
試
合
を
見
せ
て
く
れ
た
選
手

の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
！
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青果物夜間受入の実施について
　青果物の集荷率向上を目的として夜間受入を実施致します。是非ご利用頂きますよう
ご案内申し上げます。

ご不明な点がございましたら、各エリア青果課まで問い合わせ願います。

７月１４日～９月１４日（変動する場合があります）
　※メロン・個撰西瓜は市場休前々日の受入はしない。

１８時～２０時（完全予約制）
　※当日の１５時までに申し込み下さい。

期　間

受入時間

富良野ＶＣセンター受入場所

荷下ろしは生産者自身でお願いします。
農協は品質検査・数量確認のみとなります。
　※メロン・個撰西瓜は翌日検査となります。受入体制

夜間受入した物は翌日の受入日とします。共計期間

●個撰品目
　メロン・個撰西瓜・スイートコーン・ほうれん草・南瓜・大根他
●共撰品目
　ブロッコリー・ほうれん草・ピーマン他
　　※部会で取決めされている品目（ミニトマト・共撰西瓜等）や
　　　鉄コン出荷は除く

対象品目

出荷当日の１５時までに品目・数量の予約とし、連絡なしの出荷は
受入出来ません。出荷申込

富良野ＶＣセンター　ＴＥＬ：23-2908申込場所

富良野ＶＣセンター　　ＴＥＬ：23-2908
北エリア青果課（中富）　ＴＥＬ：44-2768
南エリア青果課（東山）　ＴＥＬ：27-2336

July 2025
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発令日 所　　属　　部　　署　　名 氏　　　名 退職事由

令和7年5月15日 営農部　畜産課　畜産係 五
いがらし

十嵐　唯
ただ

　人
と

依願退職

令和7年6月30日 金融共済部　本店　金融課　融資係主任 高
たか

　橋
はし

　みると 依願退職

退職辞令

職  員  紹  介
　令和7年度新採用の職員一人一人にスポットをあててご紹介します！お見かけの際は、ご
指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。ＱＲコードでは意気込みやお気に入りものな
ど紹介しています。ご興味のある方はアクセスしてみてください。

名前：寺
てら

　西
にし

　響
こう

　流
る

出身地：大阪府　　出身校：龍谷大学文学部哲学科
趣味：読書、映画鑑賞、ドライブ
これをやっている時が幸せ～：
　ホラー小説を読んでるとき
初任給で買ったもの：アスパラガス
５年後に達成したい目標：
（仕事編）
　組合員さんと円滑なコミュニケーションをとってスムーズに仕事
をしたいです。
（プライベート編）
　道内　道の駅制覇
先輩から：
　持ち前の上昇志向を生かし、地域の組合員さんから信頼され
る職員になってほしいと思います。期待の新人ですが、何かとご
迷惑をお掛けするかもしれませんが、どうぞ温かい目で見守って
頂ければ幸いです。

名前：渥
あつ

　美
み

　塁
るい

　斗
と

出身地：札幌市　　出身校：酪農学園大学環境共生学類
学生時代の部活：野球
趣味・特技：ゴルフ、野球、釣り、ゲーム
意気込み：
　１日でも早く周りに信頼される存在になれるよう頑張ります！
５年後に達成したい目標：
（仕事編）
　接客でも事務作業でも「この人に聞けば大丈夫」と思ってもら
えるような安心感のある存在になりたいです。
（プライベート編）
　ゴルフをうまくなりたい！
先輩から：
　社会人１年目でわからない事や戸惑う事、覚えることも沢山あ
って大変だと思いますが、抱え込まずに周りの先輩に相談してく
ださい。笑顔と親切丁寧なお客様対応と併せて頑張ってください。

青果部
南エリア青果課
青果係（東山担当）

購買部
北エリア生産資材課

資材センターなかふらの店
生産資材係

いちごの集荷

ＱＲコード：おすすめの・・・

ＱＲコード：暑さの中・・

ダイナミックな投球！
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有
す
る
発
表
会
（
12
月
下
旬
予
定
）
ま
で
に

ま
と
め
ま
す
。

　

学
生
の
自
宅
や
圃
場
に
教
員
が
訪
問
す
る

在
宅
学
習
巡
回
指
導
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
４
月
下
旬
と
５
月
中
旬
に
訪
問
を

し
ま
し
た
。
圃
場
の
場
所
や
栽
培
作
物
、
農

作
業
の
状
況
を
確
認
す
る
だ
け
で
な
く
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
し
て
お

り
ま
す
。

　

学
生
は
栽
培
期
間
を
通
じ
て
調
査
と
研
究

を
進
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
結
果
を
共

教育活動紹介

AGRI
育て農の担い手！育て農の担い手！
富良野高等学校
農業特別専攻科

在
宅
学
習
巡
回
指
導

田植え前のゴミあげ

アスパラの収穫水田の荒起こし専攻科では基礎基本を学びたい

タマネギの定植準備ホップの誘引ひも取り付けイチゴの定植

　

高
校
生
が
勉
強
す
る
た
め
の
圃
場
、
農
業

機
械
や
施
設
を
見
に
行
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
自
家
以
外
の
農
場
で
は
何
か
し
ら
得
ら

れ
る
も
の
が
あ
る
よ
う
で
す
。

本
科
施
設
を
活
用
し
た
講
義

July 2025
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連
載
コ
ラ
ム
　  

農
業
今
昔
物
語 

〜
穀
物
を
自
給
せ
よ
！
〜

大　豆

　令和7年5月28日、本所役員会議室で第5回理事会
が開催され、次の事項について報告、協議、承認され
ました。

■ 報告事項 ■

第５回 理事会報告

1．事業及び一般概況について
2．内部監査実施結果報告について
3．第1四半期コンプライアンス事故報告について
4．不祥事再発防止策について（全中理事会結果報告）
5．令和7年度　第1四半期収支状況について
6．組合員加入・脱退・資格変更・持分譲渡につい

て
7．エーコープ南ふらの店および新事務所のスケジ

ュールについて
8．中富良野土地の賃貸予定について
9．余裕金運用状況報告について
10．体制整備モニタリング報告について
11．財務モニタリング報告について
12．保有合理化事業の取組みについて
13．融資報告について（正常先・個人信連委託貸）
14．青果物販売状況報告について
15．畜産取扱状況報告について
16．令和6年度 青果・加工事業 収支内容について

17．令和7肥料年度 価格情勢について
18．肥料取扱要領の改訂について
19．集荷推進プロモーションについて
20．与信先の状況報告について

1．出資金の減額について
2．役員賠償責任保険の契約締結について
3．2025ディスクロージャー誌について
4．外部出資の拠出について
5．札幌工場　土地・建物等売却について
6．職員に対するエンゲージメント調査実施につい

て
7．役職員の海外出張について
8．自己資本比率算出要領の全部改正について
9．融資案件について（正常先・個人）
10．地域振興対策（上富・東山の暗渠補助残補助）

要領案について
11．夏期手当の支給について

□ 協議事項 □

Ｐ
Ｎ
《
へ
そ
の
ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ
シ
》

第
4
章

　
千
変
万
化
！

大
豆
は
畑
の
千
両
役
者

　

欧
州
に
大
豆
を
紹
介
し
た

の
は
、
日
本
の
長
崎
帰
り
の

ド
イ
ツ
人
、
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト

･
ケ
ン
ペ
ル
だ
と
言
わ
れ
て
お

り
、
彼
は
『
醤
油
の
原
料
と

な
る
豆
』
と
い
う
紹
介
の
仕

方
を
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

『
醤
油
（Syo-Y

u

）
の
豆

（Bean

）
』
と
い
う
の
が
短

縮
さ
れ
て
『
大
豆
（Soybean

）
』
と

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
醤
油
は

『Soy-Sauce

（
ソ
イ
ソ
ー
ス
）
』で
す
が
、

豆
腐
は
『T

ofu

』
な
ん
で
す
よ
ね
…
な

ぜ
な
ん
で
し
ょ
う
？

　
≪
ち
ょっ
と
脱
線
≫

　

ち
な
み
に
、こ
の
ケ
ン
ペ
ル
氏
、江
戸
の

元
禄
文
化
華
や
か
り
し
１
６
９
０
年

（
元
禄
3
年
）に
オ
ラ
ン
ダ
商
館
付
の
医

師
と
し
て
来
日
し
、2
年
間
長
崎
の
出
島

に
滞
在
し
、そ
の
滞
在
中
に
2
度
、江
戸

に
上
り
将
軍（
こ
の
時
代
は
5
代
将
軍 

綱
吉
で
す
ね
。生
類
憐
み
の
令
で
有
名
な

将
軍
で
す
）に
も
謁
見
し
て
い
る
と
い
う
、

非
常
な
日
本
通
で
あ
り
ま
し
た
。

　

彼
は
日
本
の
動
植
物
、風
俗
、地
理
、

歴
史
、
宗
教
な
ど
多
く
の
も
の
に
関
心

を
示
し
、
帰
国
後
ロ
ン
ド
ン
に
て
『
日
本

誌
』
と
呼
ば
れ
る
本
を
出
版
す
る
や
、

フ
ラ
ン
ス
語
・
ド
イ
ツ
語
に
も
翻
訳
さ
れ

て
大
ベス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

『
日
本
誌
』
、
か
の
ゲ
ー
テ
や
モ
ン
テ
ス

キ
ュー
も
愛
読
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
の
民
度
の
高
さ
、
礼
儀

正
し
さ
を
礼
賛
す
る
と
と
も
に
、
国
内

に
内
戦
が
無
く
、
食
料
は
自
給
自
足
さ

れ
て
お
り
、
生
活
水
準
が
高
い
こ
と
を

理
由
に
当
時
の
『
鎖
国
政
策
』
に
賛
成

し
て
い
る
非
常
に
親
日
的
な
ゲ
ル
マ
ン
人

で
し
た
。

そういや、豆を腐らせたも
のを納豆、豆を箱に納めた
ものが豆腐で、名前が入れ
替わった説なんてのもあり
ましたね
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Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連　

旭
川
厚
生
病
院　
　
　
　
　
　

　
看
護
部　

鎌
　
倉
　
か
お
り

「
か
く
れ
脱
水
」
に
ご
注
意
を
！

　
　
家
族
み
ん
な
で
早
期
発
見
、
早
期
対
策

健康
メモ

　
近
年
の
気
候
変
動
は
、
地
球
温
暖
化

か
ら
地
球
沸
騰
化
時
代
へ
と
移
行
し
た

と
言
わ
れ
、
日
本
各
地
の
最
高
気
温
も

40
℃
以
上
を
超
え
る
ニ
ュ
ー
ス
が
数
多

く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
上

川
管
内
も
真
夏
日
が
連
日
続
き
、
ま
た

35
℃
以
上
の
猛
暑
日
も
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
の
外
来
に
お
い
て
は
、
昼
夜

問
わ
ず
、
熱
中
症
を
疑
う
体
調
不
良
の

受
診
相
談
や
応
急
処
置
が
年
々
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

重
篤
化
し
救
急
搬
送
に
至
る
前
に

も
、
ご
自
身
で
の
予
防
や
家
族
み
ん
な

で
早
期
発
見
と
対
応
に
つ
な
げ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。今
回
は
、「
か

く
れ
脱
水
」
に
つ
い
て
お
話
し
致
し
ま

す
。

　
最
近
、
熱
中
症
の
前
段
階
に
「
か
く

れ
脱
水
」
と
い
う
状
態
が
あ
り
ま
す
。

言
葉
ど
お
り
、
脱
水
症
の
症
状
が
見
ら

れ
る
一
歩
手
前
の
段
階
の
こ
と
を
い

い
、
ご
自
身
の
体
の
水
分
量
が
減
っ
て

き
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
脱
水

症
の
症
状
が
は
っ
き
り
と
出
な
い
段
階

で
、
自
覚
症
状
も
な
い
状
態
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
ご
自
身
や
周
囲
が
そ
れ
に

気
づ
き
難
い
こ
と
で
「
か
く
れ
脱
水
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
は
特
に
気
を
付
け
て
対
応
い
た

だ
く
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

　
高
齢
に
な
る
と
老
化
に
よ
り
体
温
調

節
機
能
が
低
下
し
や
す
く
、
暑
さ
や
寒

さ
も
感
じ
に
く
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

加
齢
に
よ
る
身
体
機
能
の
衰
え
で
発
汗

量
や
血
流
量
が
思
う
よ
う
に
増
や
せ
な

い
こ
と
や
、
体
内
で
も
一
番
水
分
を
蓄

え
て
い
る
筋
肉
量
が
減
る
た
め
、
水
分

補
給
機
能
も
低
下
し
体
内
水
分
量
が
少

な
く
な
り
ま
す
。

　
乳
幼
児
は
、
体
温
調
節
機
能
が
未
発

達
で
熱
が
こ
も
り
や
す
い
こ
と
や
、
大

人
に
比
べ
て
水
分
量
が
多
い
こ
と
、
新

陳
代
謝
が
活
発
で
見
え
な
い
汗
な
ど
の

不
感
蒸
泄
が
多
い
こ
と
か
ら
、
身
体
の

水
分
を
失
い
や
す
い
状
況
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
自
分
で
は
衣
服
の
調
節
や
選
択

が
で
き
な
い
た
め
、
成
人
に
比
べ
て
急

　
熱
中
症
と
は
、
高
温
多
湿
な
環
境
に

長
時
間
い
る
こ
と
で
、
体
温
調
節
機
能

が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、
体
内
に
熱

が
こ
も
っ
た
状
態
を
さ
し
ま
す
。
体
内

の
水
分
や
塩
分
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
）

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
め
ま
い
や
吐
き

気
、
頭
痛
、
生
あ
く
び
、
重
篤
化
す
れ

ば
痙
攣
な
ど
の
生
命
危
機
の
症
状
も
呈

し
て
し
ま
い
ま
す
。
屋
外
だ
け
で
な
く

室
内
で
も
、
高
温
多
湿
の
環
境
下
に
い

る
場
合
に
は
発
症
し
や
す
い
と
言
わ
れ

注
意
が
必
要
で
す
。

　
誰
も
が
「
か
く
れ
脱
水
」
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
高
齢
者
や

「
か
く
れ
脱
水
」っ
て
、

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

ち
な
み
に
・
・
・

「
熱
中
症
」
と
は

高
齢
者
や
乳
幼
児
は
特
に

「
か
く
れ
脱
水
」が
起
こ
り
や
す
い
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激
な
体
温
上
昇
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
は
夢
中
に
な
る
と

休
憩
や
水
分
補
給
を
忘
れ
や
す
い
こ
と

も
あ
る
た
め
保
護
者
に
よ
る
水
分
補
給

の
管
理
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
体
の
水
分
量
が
減
っ
て
き
て
い
る
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
脱
水
症
の
症
状
が

は
っ
き
り
と
で
ず
、
自
覚
症
状
も
な
い

状
態
の
た
め
、
日
頃
か
ら
の
体
調
チ
ェ

ッ
ク
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
は
一
般
的
な
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

方
法
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
ご
自
身

や
ご
家
族
で
気
に
な
る
際
に
は
参
考
に

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

≪
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
≫

・
親
指
の
爪
の
先
を
押
し
て
離
し
、
赤

み
が
戻
る
ま
で
に
３
秒
以
上
か
か
る

・
手
の
甲
を
ハ
ン
カ
チ
を
拾
う
よ
う
に

つ
ま
み
上
げ
、
す
ぐ
離
し
、
つ
ま
ん

だ
後
が
消
え
る
ま
で
に
３
秒
以
上
か

か
る

・
お
し
っ
こ
の
量
が
少
な
く
、
色
が
濃

い
（
茶
色
に
近
い
）

そ
の
他
の
脱
水
サ
イ
ン

・
く
ち
の
中
が
ね
ば
つ
く
よ
う
に
な
っ

た
、
舌
が
渇
い
て
い
る

・
唇
の
乾
燥

・
便
秘
傾
向
が
続
く

・
手
が
冷
た
く
感
じ
る　
　
な
ど

　
全
世
代
に
お
い
て
も
、
こ
ま
め
な
水

分
補
給
や
衣
服
の
調
整
、
温
度
や
湿
度

の
調
節
が
必
須
で
す
。

　
水
分
は
飲
み
た
い
時
に
、
飲
み
た
い

だ
け
飲
め
る
環
境
づ
く
り
に
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。
室
温
を
下
げ
る
だ
け
で
な

く
除
湿
も
重
要
で
す
。
屋
内
外
で
激
し

い
活
動
す
る
場
合
に
は
、
失
わ
れ
た
塩

分
を
補
給
す
る
た
め
に
、
水
よ
り
も
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
で
水
分
、
糖
分
と
と

も
に
適
度
な
塩
分
も
お
勧
め
し
ま
す
。

高
齢
者
は
、
血
圧
や
体
重
な
ど
定
期
的

に
気
に
か
け
て
、
体
調
変
化
に
気
づ
く

こ
と
が
第
一
歩
で
す
。

　
毎
日
決
ま
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
水
分

摂
取
す
る
習
慣
を
つ
け
る
と
良
い
で
し

ょ
う
。
起
床
時
、朝
食
時
、外
出
前
後
、

昼
食
時
、
お
や
つ
時
、
夕
食
時
、
入
浴

前
後
、
就
寝
時
な
ど
日
常
生
活
の
中
で

の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
。
胃
腸
の
負
担
を
防
ぐ
た
め
に
、
水

な
ど
を
常
温
で
飲
む
こ
と
も
良
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
乳
幼
児
は
、
保
護
者

に
よ
る
普
段
と
違
う
変
化
に
気
づ
く
こ

と
が
一
番
の
予
防
策
で
、
う
ん
ち
や
お

し
っ
こ
の
量
が
減
っ
て
い
る
、
食
欲
が

な
い
、
機
嫌
が
悪
い
な
ど
普
段
と
様
子

が
異
な
っ
て
い
な
い
か
確
認
さ
れ
る
と

良
い
で
し
ょ
う
。

　
何
れ
に
し
て
も
、
普
段
と
違
う
変
化

に
気
づ
く
こ
と
が
一
番
の
早
期
対
策
で

す
。体
調
変
化
で
ご
心
配
の
と
き
に
は
、

ご
自
身
や
ご
家
族
の
普
段
の
様
子
を
知

っ
て
い
る
「
か
か
り
つ
け
医
」
に
も
相

談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
し
か

し
、
め
ま
い
や
吐
き
気
、
頭
痛
や
意
識

が
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
、
脱
力
が
あ
る

な
ど
の
症
状
が
重
な
る
場
合
に
は
、
熱

中
症
を
疑
う
た
め
早
急
に
医
療
機
関
の

受
診
を
選
択
く
だ
さ
い
。

　
「
か
く
れ
脱
水
」
は
夏
だ
け
で
は
な

く
、
春
夏
秋
冬
の
一
年
中
通
し
て
起
こ

り
や
す
い
も
の
で
す
。
日
頃
か
ら
家
族

み
ん
な
で
早
期
発
見
、
予
防
対
策
に
努

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
か
く
れ
脱
水
」
の

早
期
発
見
に
心
が
け
よ
う
！

ご
家
庭
で
の
早
期
対
策
と
、

受
診
相
談
目
安
な
ど

お
わ
り
に
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合

　
営

農
部

 営
農

課
　

　
　

〒
076-8666  北

海
道

富
良

野
市

朝
日

町
３

番
１

号
　

　
　

TEL
0167-23-3534・

FAX
23-6119　

E-m
a i  l

nguka240＠
ja-furano.  or.  jp

●皆様からの記事へのご意見・ご要望・情報がございましたら電話・FAX 等などでお気軽にご連絡ください●

ふ ら の 農 業 協 同 組 合

本 所 富 良 野 市 朝 日 町 ３ 番 １ 号 TEL. 0167-23-3532 FAX. 0167-22-3232
上富良野事務所 空 知 郡 上 富 良 野 町 栄 町 ２ 丁 目 ２ 番 4 5 号 TEL. 0167-45-3131 FAX. 0167-45-4519
中富良野事務所 空 知 郡 中 富 良 野 町 南 町 4 番 3 1 号 TEL. 0167-44-2211 FAX. 0167-44-3143
富 良 野 事 務 所 富 良 野 市 朝 日 町 ３ 番 １ 号 TEL. 0167-23-1819 FAX. 0167-23-6119
山 部 事 務 所 富 良 野 市 山 部 東 町 8 番 ２ 号 TEL. 0167-42-2211 FAX. 0167-42-2488
南富良野事務所 空 知 郡 南 富 良 野 町 字 幾 寅 9 7 9 TEL. 0167-52-2005 FAX. 0167-52-3113

フレッシュミズ部会 フレッシュミズ部会

情報発信部会
「のんの」

女性部
通信第1号

JAふらの 女性部 

編

集

後

記

　例年、青年部富良野支部と南支部では子供農作業体験事業を行っており、５月にはわが子の通う小学校

で、玉ねぎと馬鈴薯、にんじんの定植作業を行っていただきました。（Ｐ９）

　家庭菜園には見向きもしてくれないわが子ですが 青年部の皆さんに手伝っていただきながらみんな
で植えた野菜を、しっかり観察して学び、楽しく収穫し、おいしく味わってほしいと思います。小

農家ならではの工夫料理

平成29年集大成として発刊されたレシピ集より
抜粋、連載させていただきます。

第４３回（平成２６年）
津田　友子さん（下金山）

逸品レシピ紹介

かぼちゃとコーヒーのモンブランかぼちゃとコーヒーのモンブラン

JA南富良野支所女性部の事業「漬物・特産物料理コン
クール」で表彰されたレシピご紹介します！

材　料 作り方

１．ビスケットを砕き、Ａを混ぜて
冷ました液に漬けておく。

２．生クリームを六分立てにしておく。
３．かぼちゃは蒸して裏ごしし、蜂

蜜20ｇを混ぜ、２の半量をふんわ
りするように混ぜる。ラム酒を加
える。

４．かぼちゃの皮50ｇは細かく刻み、
蜂蜜10ｇと２を大３入れふんわり
するように混ぜる。

5．１をグラスの底に敷きつめ、３と
２の残りを重ねる。

６．４を絞り袋に入れ、飾る。

かぼちゃ････････ 2３0ｇ
生クリーム･･････ 200㏄
蜂蜜･････････････ ３0ｇ
ビスケット･･･････ 7枚
ラム酒･･･････････ 少々
　　インスタント

Ａ　　コーヒー･･･ 大２
　　お湯･････････ ６0㏄
　　グラニュー糖 10ｇ

☆上にクラッカーやビスケットをのせてもよい。☆かぼちゃの甘さを生かし砂糖は控えめに。さらに蜂蜜を使いやさしい甘さにしている。
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